
～ 優秀な技能・技術を持つ建設技能の継承に向け ～

先般、令和３年１０月１日に「令和３年度優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マス
ター）」の受賞者４８３名が国土交通本省にて決定したところです。

優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マスター）は、建設産業の第一線で「ものづく
り」に直接従事している建設技能者の中から、特に優秀な技能・技術を持ち、後進の
指導・育成に多大な貢献をしている方を国土交通大臣が顕彰しています。

顕彰式典は、令和元年度まで国土交通本省で行っていましたが、新型コロナウイル
スの国内感染状況等を考慮し、顕彰式典は取り止めにしていました。

このたび、北陸地方整備局では、推薦した７名が被顕彰者に決定したことから、下
記のとおり、伝達式を開催します。

令和３年度 優秀施工者国土交通大臣顕彰伝達式を開催

１．開催日時 ； 令和３年１１月２９日（月） １４：００～１４：４０

２．開催場所 ； 北陸地方整備局 ４階共用会議室
（新潟市中央区美咲町1-1-1 美咲町合同庁舎1号館）

３．その他 ； 伝達式は、報道関係者に公開で行います。

（参考）関連資料
○（別紙名簿）令和３年度優秀施工者国土交通大臣顕彰受賞者一覧（北陸地方整備局推薦者）
○（国土交通本省記者発表資料）令和３年度優秀施工者国土交通大臣顕彰の被顕彰者の決定

https://www.mlit.go.jp/report/press/tochi_fudousan_kensetsugyo14_hh_000001_00059.html
○（国土交通省ホームページ）優秀施工者国土交通大臣顕彰について

https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/1_6_bt_000062.html

【問合せ先】
国土交通省 北陸地方整備局 企画部

技術管理課長 増田 純夫（内線３３１１）
技術管理課長補佐 松崎 竹史（内線３３１３）

電話０２５－２８０－８８８０（代表）
〒９５０－８８０１ 新潟市中央区美咲町１－１－１

【同時資料配付先】

○管内各県記者クラブ
○各県専門誌

扱い:配布後解禁
令和3年11月22日
記 者 発 表



令和３年度　優秀施工者国土交通大臣顕彰　受賞者一覧（北陸地方整備局推薦者） （別紙名簿）

氏           名 ﾌﾘｶﾞﾅ 職種 勤務先 勤務先所在地

1 青    木      貴   司 ｱｵｷ ﾀｶｼ とび工 ライト工業株式会社 東京都千代田区

2 中       島         勇 ﾅｶｼﾞﾏ ｲｻﾑ 建設機械運転工 中野土建株式会社 長野県中野市

3 佐  藤    進  之  介 ｻﾄｳ ｼﾝﾉｽｹ 舗装工 株式会社加賀田組 新潟県新潟市中央区

4 白    﨑      牧   夫 ｼﾗｻｷ ﾏｷｵ 電気工 白﨑電気株式会社 新潟県新潟市西蒲区

5 髙    橋      勇   司 ﾀｶﾊｼ ﾕｳｼﾞ 土工 丸髙建設株式会社 新潟県柏崎市

6 内    藤      清   司 ﾅｲﾄｳ ｷﾖｼ 土工 株式会社笠原建設 新潟県糸魚川市

7 渡    辺      伸   幸 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾉﾌﾞﾕｷ 潜水士 新潟潜水興業株式会社 新潟県新潟市東区



    
令 和 ３ 年 １ ０ 月 １ 日 
不動産・建設経済局建設市場整備課 

     

 

建設マスター・建設ジュニアマスターを顕彰！ 

～優秀な技能・技術を持つ建設技能の承継に向け～ 

 

 

 

 

国土交通省では、建設産業の第一線で「ものづくり」に携わる方々に誇りと意欲を持っていただくととも

に、その社会的評価の向上を図ることを目的として、特に優秀な技能・技術を持ち、後進の指導・育成等

に多大な貢献をされている建設技能者の方々を対象として、平成４年度より毎年「優秀施工者国土交通

大臣顕彰」（建設マスター）を実施しています。 

また、平成２７年度より、建設マスターに達するまでの技能の向上のインセンティブを与えることを目的

として、優秀な技能・技術を持ち、今後更なる活躍が期待される青年技能者の方々を対象として「青年優

秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」（建設ジュニアマスター）を実施しています。 

今般、下記のとおり、今年度の被顕彰者を決定いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

被顕彰者の決定（10 月 1 日付顕彰） 

 建設マスター（４８３名）：別紙名簿１ 

建設ジュニアマスター（１１６名）：別紙名簿２ 

 

※ 今年度の顕彰式につきましては、新型コロナウイルスの感染状況等を考慮し、開催をとりやめることとい

たしました。 

 

（別紙名簿１）令和３年度優秀施工者国土交通大臣顕彰受賞者一覧 

（別紙名簿２）令和３年度青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰受賞者一覧 

（参考資料）「優秀施工者国土交通大臣顕彰」及び「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」について 

 

 

 優秀な技能・技術を持ち、後進の指導・育成等に多大な貢献をした建設技能者４８３名

を建設マスターとして国土交通大臣が顕彰するとともに、今後さらなる活躍が期待される

青年技能者１１６名を建設ジュニアマスターとして顕彰します。 

【問い合わせ先】 

不動産・建設経済局建設市場整備課 渡邉、若穂囲
わ か ほ い

 

ＴＥＬ：03-5253-8111 (内線 24814、24844) 

    03-5253-8282（夜間直通） 

ＦＡＸ：03-5253-1555 



 

 

「優秀施工者国土交通大臣顕彰」及び 

「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」について 

 

 良質な住宅・社会資本の整備のためには何よりも直接工事に携わる技術・技能に優れた人

材が必要不可欠です。また、国民生活の向上に重要な役割を果たす我が国の基幹産業である

建設産業にとって、優秀な建設技能者の確保・育成が大きな課題となっています。 

 

 国土交通省では、建設産業の第一線で「ものづくり」に直接従事されている方々に誇りと

意欲を持っていただくとともに、これらの方々を広く国民に知っていただき、その社会的地

位・評価の向上を図っていくことを目的として、特に優秀な技術・技能を持ち、後進の指導・

育成等に多大な貢献をされている建設技能者の方々を対象として、優秀施工者国土交通大臣

顕彰（建設マスター）を実施しています。 

 

 また、次世代の建設現場の担い手を確保・育成すること、建設マスターに達するまでの技

術・技能の向上を図ることを目的として、優秀な技術・技能を持ち、今後さらなる活躍が期

待される青年技能者の方々を対象として、平成２７年度より新たに青年優秀施工者不動産・

建設経済局長顕彰（建設ジュニアマスター）を設けました。 

 

 建設マスターの顕彰は平成４年度より実施していますが、第３０回目となる今年度は４８

３名を顕彰し、建設マスターは計１１,４６７名となります。また、平成２７年度より新設さ

れた建設ジュニアマスターとして今年度は１１６名を顕彰し、建設ジュニアマスターは計７

５５名となります。 

 

 また、今年度の被顕彰者のうち女性は、建設マスターで５名、建設ジュニアマスターで２名

となっています。 

※女性被顕彰者の職種 

建設マスター：造園工２名、土工２名、内装仕上工１名 

建設ジュニアマスター：タイル工１名、造園工１名 

 

 優秀施工者国土交通大臣顕彰の詳細については、下記のホームページをご覧下さい。 

 http://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/1_6_bt_000062.html 

 

参考資料 



 令和３年度被顕彰者の詳細 

 建設マスター 

 ○ 被顕彰者の年齢構成 

  令和３年度 令和２年度 令和元年度  
 平均年齢 ５２．０歳 ５１．３歳 ５２．２歳 

 最も多い年齢（人数） ４５歳（３４人） ４７歳（３８人） ５６歳（３０人） 

 最低年齢 ３９歳 ３８歳 ３８歳 

 最高年齢 ６９歳 ７１歳 ７５歳 

 ３５～３９歳の人数 １人 ２人 ２人 

 ４０～４９歳の人数 １９７人 ２１６人 １７０人 

 ５０～６０歳の人数 ２２１人 １８０人 ２２６人 

 ６１歳以上の人数 ６４人 ５７人 ５８人 

 被顕彰者数 ４８３人 ４５５人 ４５６人 

 
 ○ 被顕彰者の主な職種 

  令和３年度 令和２年度 令和元年度  
土工 ７０人（14.5％） ６１人（13.4％） ５６人（12.3％） 

大工（型枠大工含む） ４３人（ 8.9％） ４２人（ 9.2％） ５３人（11.6％） 

 建設機械運転工 ３９人（ 8.1％） ５０人（11.0％） ４４人（ 9.6％）  
 

 

 

 建設ジュニアマスター 

 ○ 被顕彰者の年齢構成 

  令和３年度 令和２年度 令和元年度  
 平均年齢 ３７．３歳 ３６．４歳 ３７．３歳 

 最も多い年齢（人数） ３８歳（２４人） ３７歳（２０人） ３８歳（２２人） 

 最低年齢 ２９歳 ２９歳 ２９歳 

 最高年齢 ４９歳 ４６歳 ４４歳 

 ～２９歳の人数 １人 １人 １人 

 ３０～３４歳の人数 １５人 ２９人 １６人 

 ３５～３９歳の人数 ８３人 ６６人 ６９人 

 ４０歳以上の人数 １７人 １３人 １９人 

 被顕彰者数 １１６人 １０９人 １０５人 

 
 ○ 被顕彰者の主な職種 

  令和３年度 令和２年度 令和元年度  
大工（型枠大工含む） １２人（10.3％） ５人（4.6％） １３人（12.4％） 

とび工 ８人（6.9％） ５人（4.6％） ６人（5.7％） 

 建設機械運転工 ７人（6.0％） ８人（7.3％） ８人（7.6％）  
 


